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本
館
、
高
層
館
、
別
館
、
保
育
所
の
建
築
に
加
え
看
護
学
校
の
解
体
と
、

長
か
っ
た
一
連
の
工
事
が
よ
う
や
く
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
大
き
な
事

故
も
な
く
終
え
た
事
に
正
直
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

　
し
か
し
、
駐
車
場
に
関
し
て
は
、
旧
本
館
跡
地（
公
開
空
地
）に
な
ぜ
駐

車
場
を
造
ら
な
い
の
か
と
の
ご
指
摘
も
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、

総
合
設
計
制
度
の
活
用（
容
積
率
の
緩
和
）を
お
話
し
し
て
も
、
な
か
な
か

理
解
さ
れ
ず
苦
し
い
思
い
も
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
駐
車
場
整
備
工
事

に
よ
り
、
渋
滞
緩
和
に
向
け
対
応
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
3
0
6
台
収
容
可
能
な
立
体
駐
車

場
が
あ
り
ま
す
が
、
曜
日
に
よ
っ
て
は
収
容
し
き
れ
ず
、
度
々
、
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
様
に
は
大

変
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
警
察
当
局
や
近
隣

の
皆
様
か
ら
も
指
導
や
苦
情
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。 

　
整
備
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
1
0
2
台
収
容
で
き
24
時
間
対
応

で
、
入
口
は
１
カ
所（
東
側
）、
出
口
を
2
カ
所（
東
西
）設
け
出
庫
の
利
便

性
も
考
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
側
出
口
に
は
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
な
る
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
、
外
周
に
は
ボ
ッ
ク
ス
ウ
ッ
ド
の
低
木
や
芝
生
な
ど
を
植
栽
し
、

街
路
灯
に
関
し
て
は
、
庭
園
灯
を
採
用
し
隣
接
す
る
住
民
の
皆
様
が
眩
し

く
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
駐
車
場
を
事
故
無
く
、
有
効

に
利
用
し
て
頂
き
ま
す
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
、
一
連
の
工
事
に
あ

た
り
、
騒
音
・
振
動
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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外
来
は
平
成
24
年
6
月
に
本
館
が

開
業
し
て
以
来
、
A
、
B
、
C
、
D
、

E
、
F
、
G
、
H
、
I
ブ
ロ
ッ
ク
、
放

射
線
部
門
、
内
視
鏡
検
査
部
門
、
化

学
療
法
室
、
人
間
ド
ッ
ク
と
、
地
下

１
階
か
ら
地
上
2
階
ま
で
の
幅
広
い

エ
リ
ア
と
な
り
、
看
護
職
員
総
勢
50

人
と
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
を
組
み
一
人
ひ
と
り

の
患
者
さ
ん
の
支
援
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。 

　
入
院
日
数
の
短
縮
に
伴
い
、

外
来
に
は
医
療
依
存
度
が
高

く
専
門
的
治
療
や
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く

通
院
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
治
療
、
ケ
ア
を
患
者
さ
ん

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
状
況
判
断
を
し
、
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
看
護
実

践
が
出
来
る
こ
と
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
各
診
療
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
患

者
さ
ん
に
対
し
必
要
な
看
護

ケ
ア
を
提
供
し
た
り
、
病
棟

と
の
連
携
を
強
化
し
た
り
し

て
、
安
心
し
て
入
院
で
き
る

よ
う
「
切
れ
目
な
い
看
護
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
関
わ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
放
射
線

部
門
で
は
「
専
従
看
護
師
」

を
中
心
に
治
療
の
手
助
け
と

な
る
よ
う
日
々
の
患
者
さ
ん

の
変
化
に
注
目
し
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
化
学
療
法
室
で
は
平
成

25
年
5
月
に
Ｉ
Ｖ（
ア
イ
ブ
イ
）ナ
ー

ス（
抗
癌
剤
の
点
滴
を
行
う
こ
と
が

出
来
る
看
護
師
）が
誕
生
し
、
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
活
動
し
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
部
門
、

人
間
ド
ッ
ク
で
も
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
「
外
来
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

は
〜
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

安
心
・
安
全
・
優
し
い
声
か
け
を
〜

と
あ
げ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
、
優
し
い
環

境
が
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
建
物
だ
け
が
新
し
く
な
っ
た
の

で
は
な
く
「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え

る
外
来
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

外
来
・
病
棟
・
地
域
と
の
連
携
が
出

来
る
よ
う
、
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
不

安
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

部
署
紹
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西　健 外　科 

島根大学 消化器・総合外科より
赴任いたしました。大学では肝
胆膵外科を中心に勉強してきま
した。まだまだ力不足ではありま
すが、堅実な医療ができるよう尽
力してまいりますので、ご指導の
ほどよろしくお願い申し上げます。 

Congratulations!引 野　律 子 
8階東消化器センター 

がん性疼痛看護認定看護師 

　私は新人時代から、がん患者さんが治療による副作用、孤独感、疎

外感や死の恐怖などたくさんの苦しみを抱え、その生活の質が低下して

いく姿を目の当たりにしてきました。そんな中、鎮痛剤の適切な使

用により「トイレへ行けた」、「ご飯が食べられた」など些細なこと

で喜ぶ患者さんの姿を見たりもしてきました。私に専門的な知識

や技術があれば、その苦しみを軽減することができるのではないか

と考え、「がん性疼痛看護認定看護師」を目指そうと思いました。

この分野で求められる知識と技術は「薬剤の適切な使用およ

び疼痛緩和」、「痛みの総合的な評価と個別的ケア」

です。がんの痛みは、診断時に20～50％、進行

がんでは75％発現すると言われています。その

中でも70～90％のがん患者さんに対し、痛みを

消失させることができる鎮痛薬治療法が確立され

ており、有効な薬剤選択を行うことは疼痛緩和

には必要不可欠です。患者さんの痛みが取り除

かれ、その人がその人らしく過ごせることができ

るよう患者さんの傍で痛みを総合的に判断し、

適切な看護援助や薬剤のアセスメントを

実践していきたいです。 

野 津　栄 子 

救命救急センター　 

慢性呼吸器疾患看護認定看護師 

私は新卒で呼吸器病棟へ配属となりました。当時はまだ呼吸 

器科ができたばかりで、内科、外科の患者さんの看護を手探り 

で先輩看護師さんたちと一生懸命やっていました。その時の経験

は自分の基礎となっていると思っています。救急外来へ配属になり救命救

急センターができ、医療や看護ケアが高度化、複雑化していく中で、私の

好きな呼吸器ケアの専門的知識をもっと養いたい、もっと呼吸器疾患患者

さんの役に立ちたいと考え「慢性呼吸器疾患看護認定看護師」を目指そうと

思いました。私の役割として、 

①高齢者・慢性呼吸器疾患患者が増加している反面、そういっ

た方たちを地域・社会で受け入れることが困難である現状の

改善と、そのために当院が担うべき役割の検討・実践 

②医療が在宅・地域へとシフトしていく中、患者・家族

多角的に支援するため、その背景や環境の調整を行い、

病気の管理とともにQOLを高める 

③院内・地域の慢性呼吸器疾患看護の知識・技術の

向上に努め、慢性呼吸器疾患看護認定看護師の

魅力を広める！ 

慢性呼吸器疾患看護はどの科でも全般に求められ

る分野です。皆さん、どうぞよろしくお願い致します。 



栄
養
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松江赤十字病院『患者さまの権利章典』  
「医療は、 患者さまと医療提供者とのお互いの信頼関係をもとに協力して作り上げていくものであり、患者さまに主体的に参加していただくことが必要です。」   

このような考え方にもとづき、 松江赤十字病院は、 患者さまの権利や責務についてつぎのとおり表明します。 
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フ
ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
の
一
つ
「
キ
ッ
シ
ュ
」
と
は

卵
と
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
パ
イ
の
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
キ
ッ
シ
ュ
を
秋
の
味
覚
で
あ
る
鮭
と
南
瓜
で
お
い
し
く
食
べ
る
事
の
出

来
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
鮭
は
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
に
Ｄ
Ｈ
Ａ
、Ｅ
Ｐ
Ａ
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
と
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
効
果
の
あ
る
脂
肪
酸
で
す
。 

　
一
方
南
瓜
は
、
β
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お

り
、
記
録
的
な
猛
暑
を
耐
え
て
き
た
身
体
に
う
れ
し
い
食
品
で
す
。 

　
鮭
と
南
瓜
は
相
性
が
よ
く
、
ご
ろ
ご
ろ
と
一
口
に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
違
い
も
楽
し
め
ま
す
。 

　
見
た
目
に
も
華
や
か
で
食
欲
を
そ
そ
る
色
合
い
で
す
。
食
欲
の
秋
に
是
非

お
試
し
頂
き
、
夏
の
疲
れ
を
お
取
り
下
さ
い
。

※毎回予約制　※糖尿病手帳をお持ちの方はご持参下さい。 
 

申込・問い合せ先 　医療社会事業部　TEL（0852）24-2111㈹ 
無料 
受講料 

要予約 
1回10名まで 

［講師］循環器内科医師  杉原　志伸 

時間／14：00～15：30　 
場所／本館6階 会議室1・2

［講師］整形外科部長  岩佐　潤二 

時間／14：00～15：30　 
場所／本館6階 会議室1・2

時間／10：00～13：30　 
場所／本館6階 講堂 

●誰にでもできる運動療法 ～夏と冬の工夫～ 
 
●より効果的な食事療法を考える　　　 
　 ～信じて大丈夫？話題の○○ダイエット～ 
 
●【楽しく学ぶ】糖尿病クイズ～自己管理編～ 

新たな実習室で 
正月料理に 
挑戦しましょう！ 

その4

時間／10：00～14：00　 
場所／高層館13階 調理実習室 

申込み先　糖尿病・内分泌内科 生活指導室　担当保健師 吉岡  TEL（0852）24-2111㈹ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・糖尿病・内分泌内科副部長  垣羽　寿昭 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・管理栄養士（糖尿病療養指導士）  太田　尚志 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・病棟看護師 

すこやか会会員  内川　初枝 
「時々振り返ることの大切さ」 

食事会 

時間／10：00～13：30　 
場所／本館6階 講堂 

その5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・眼 科 医 師 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・管理栄養士（糖尿病療養指導士）  乙社あかり 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管理栄養士 

すこやか会会員  石　飛　　孝 
「怖いのは 油断、中断、素人判断」 

食事会 
管理栄養士（糖尿病療養指導士）  安原みずほ 

●よくある目の病気 
 
●より効果的な食事療法を考える　　　 
　 ～継続への一歩を踏み出しましょう！～ 
 
●【楽しく学ぶ】糖尿病クイズ～お食事編～ 
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